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議
　
案
　
質
　
疑 　

国
方
議
員　

印
鑑
証
明
書
な
ど
の

Ａ

Ｑ

　
中
谷
議
員　

印
鑑
証
明
な
ど
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
は
多
大
な
費
用
が
か

か
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
証
明
書
な

ど
１
件
発
行
に
か
か
る
費
用
は
、
窓

口
交
付
と
コ
ン
ビ
ニ
交
付
そ
れ
ぞ
れ

い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
費
用
対
効
果
に
関
し
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
生
活
環
境
部
長
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付

初
年
度
の
交
付
見
込
み
は
、
全
証
明

書
発
行
数
の
０
・
６
％
、
約
６
０
０

枚
と
考
え
て
い
る
。
１
枚
発
行
当
た

り
の
経
費
は
窓
口
交
付
約
１
３
７
０

円
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
約
１
万
１
５
７

３
円
と
算
出
さ
れ
る
。
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
と
市
民
の
利
便
性

向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ Ｑ

　
加
藤
議
員　

石
垣
緊
急
安
全
対
策

工
事
の
費
用
と
し
て
２
億
３
７
８
０

万
円
を
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
内
容
か
。

　
教
育
部
長
　
三
の
丸
崩
落
斜
面
が

こ
れ
以
上
崩
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
土
砂
の
撤
去
、
表
面
保
護
の
モ

ル
タ
ル
吹
き
付
け
、
危
険
な
石
垣
の

撤
去
、
表
面
排
水
対
策
を
行
う
。
現

在
、
現
場
で
は
崩
落
し
た
石
垣
裾
の

不
安
定
な
部
分
が
更
に
崩
れ
な
い
よ

う
に
大
型
土
の
う
を
設
置
し
て
お

り
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
今
回
の
補
正

に
よ
る
工
事
を
実
施
し
、
こ
れ
以
上

石
垣
が
崩
落
し
な
い
よ
う
に
安
定
さ

せ
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で
今
後
の

本
格
復
旧
工
事
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ

　
三
宅
議
員　

城
南
小
学
校
区
の
人

口
が
増
加
し
て
い
る
状
況
や
地
域
か

ら
の
校
舎
拡
充
の
要
望
を
把
握
で
き

て
い
た
と
思
う
が
、
な
ぜ
当
初
予
算

で
は
な
く
補
正
で
の
対
応
と
な
っ
た

の
か
。

　
教
育
部
長
　
予
算
編
成
の
段
階
で

は
入
学
児
童
数
は
３
ク
ラ
ス
で
あ
っ

た
が
、
引
き
続
き
状
況
の
分
析
、
把

握
に
努
め
て
い
た
。
本
年
度
９
月
時

点
で
の
新
１
年
生
の
入
学
予
定
児
童

数
の
調
査
で
も
児
童
数
は
３
ク
ラ
ス

の
範
囲
内
で
あ
っ
た
が
、
11
月
の
就

学
前
健
康
診
断
や
校
区
外
か
ら
の
就

学
児
童
数
、
特
別
支
援
学
級
に
入
る

Ｑ
城
南
小
学
校

教
室
整
備
工
事

児
童
数
な
ど
か
ら
、
来
年
の
児
童
数

が
増
加
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
４
ク

ラ
ス
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
補
正
で

の
対
応
と
な
っ
た
。

Ａ

Ａ

石
垣
緊
急
安
全

対
策
工
事

印
鑑
証
明

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料

　
水
本
議
員　

新
市
庁
舎
の
空
調
設

備
工
事
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

が
適
用
さ
れ
た
。
今
回
、
国
や
県
の

示
す
基
準
に
よ
り
適
正
な
工
事
施
工

が
可
能
か
調
査
を
行
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
が
、
建
築
工
事
の
担
当
者
が

調
査
を
行
っ
た
の
か
。

　
都
市
整
備
部
長
　
低
入
札
価
格
調

査
制
度
は
、
調
査
基
準
を
下
回
る
入

札
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
入
札
価
格

で
契
約
内
容
に
適
し
た
工
事
施
工
が

Ｑ

可
能
か
ど
う
か
入
札
者
の
積
算
根
拠

を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
工
事
担
当
課
に
在
籍

す
る
建
築
技
師
が
、
契
約
内
容
に
適

合
し
安
全
で
良
質
な
施
工
が
可
能
か

を
、
提
出
さ
れ
た
調
査
資
料
を
専
門

的
な
立
場
か
ら
審
査
を
行
い
、
適
正

と
判
断
し
た
。

Ａ
低
入
札
価
格

調
査
制
度

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
手
数
料
を
、
市
役

所
の
窓
口
で
交
付
す
る
手
数
料
よ
り

１
０
０
円
低
く
設
定
し
て
い
る
が
、

理
由
と
そ
の
ね
ら
い
は
。

　
生
活
環
境
部
長
　
４
月
１
日
か
ら

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
既
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し

て
い
る
他
市
を
参
考
に
、
窓
口
よ
り

も
コ
ン
ビ
ニ
で
の
手
数
料
を
下
げ
る

こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
必
要
と
な
る
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
も
つ
な

げ
た
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

費
用
対
効
果

議
案
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、

５
名
の
議
員
が
聞
き
ま
し
た
。

議
案
質
疑
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委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
で
は
、次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

  

委
員　

私
立
認
可
保
育
園
施
設
整

備
事
業
費
で（
仮
称
）ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ

城
西
保
育
園
の
整
備
を
補
助
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
建
設
予
定
場
所
か
ら

考
え
る
と
、
名
称
と
し
て
城
西
で
は

な
く
城
坤
が
適
当
で
は
な
い
の
か
。

  

こ
ど
も
未
来
部　

現
在
の
名
称
は

仮
称
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

  

委
員　

今
後
、
自
由
校
区
で
あ
る

城
南
小
の
児
童
数
が
増
え
続
け
れ

ば
、
西
中
学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
が
懸

念
さ
れ
る
。
中
学
校
区
を
見
直
す
考

え
は
。

  

教
育
部　

現
在
、
城
南
小
学
校
区

の
児
童
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
校
区
の
見
直
し
も
検

討
の
ひ
と
つ
に
加
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ

  

委
員　

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に

よ
っ
て
、
法
令
違
反
の
是
正
が
で
き

て
い
な
い
防
火
対
象
物
の
公
表
が
可

能
と
な
る
が
、
本
市
に
は
何
件
あ
る

の
か
。

  

消
防
本
部　

現
時
点
で
は
21
件
あ

り
、
是
正
す
る
よ
う
指
導
、
警
告
を

続
け
て
い
る
。

  

委
員　

人
件
費
の
補
正
に
関
し
て
、

議
案
の
給
与
費
明
細
書
で
は
職
員
数

が
３
名
減
っ
て
い
る
が
、
給
料
や
手

当
て
は
減
額
と
な
ら
な
い
の
か
。

  

市
長
公
室
　
職
員
の
減
少
に
対
す

る
給
料
や
手
当
て
の
減
額
は
、
精
査

し
た
上
で
３
月
に
補
正
す
る
予
定
で

あ
る
。

  

委
員　

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し

を
行
っ
た
後
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
建
設
改
良
積
立
金
は
約
35
億

９
０
０
０
万
円
と
な
る
が
、
今
後
の

Ａ ＱＡ Ｑ Ｑ

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
施
設
改
善
費
用

に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

 

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

今
後
約

10
年
か
け
て
施
設
改
善
を
行
う
予
定

と
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
毎
年
約
25

億
円
の
純
利
益
が
見
込
ま
れ
、
そ
れ

に
伴
い
積
み
立
て
を
行
う
の
で
、
問

題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
民
生
委
員
会

総
務
委
員
会

Ａ

  

委
員　

印
鑑
証
明
書
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
周
知
方
法
、
交
付
目
標

枚
数
は
。

  

生
活
環
境
部　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

周
知
を
考
え
て
お
り
、
交
付
目
標
枚

数
は
昨
年
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
し

て
い
る
他
市
の
交
付
率
を
参
考
に
、

交
付
率
０
・
６
％
、
約
６
０
０
通
と

考
え
て
い
る
。

  

委
員　

条
例
改
正
で
空
き
家
な
ど

に
対
し
緊
急
安
全
措
置
が
行
え
る
よ

Ａ ＱＱ

Ａ

Ａ Ｑ

Ｑ

う
に
な
る
が
、
対
象
は
特
定
空
き
家

に
限
ら
れ
る
の
か
。

  

生
活
環
境
部　

特
定
空
き
家
に
限

ら
ず
、必
要
な
場
合
は
措
置
を
行
う
。

  

委
員　
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館・

図
書
館
長
寿
命
化
工
事
の
ト
イ
レ
改

修
時
に
、
障
害
者
対
応
の
ベ
ッ
ド
を

設
置
す
る
予
定
は
。

  

産
業
文
化
部　

美
術
館
１
階
の
多

目
的
ト
イ
レ
内
に
障
害
者
に
対
応
で

き
る
ベ
ッ
ド
１
台
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

都
市
環
境
委
員
会

ＱＡ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

本
会
議
は
、
通
常
午
前
10
時

に
開
会
し
ま
す
。

　

会
議
の
当
日
、
手
続
き
を
す

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

次
回
３
月
定
例
会
は
、
２
月

下
旬
に
開
会
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ

（
TEL
２
４
│
８
８
２
８
）

議
会
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
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議
案
第
73
号　

印
鑑
条
例
等
の
一
部

改
正
に
反
対

理
由　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

窓
口
交
付
よ
り
コ
ス
ト
が
高
く
、
導

入
の
目
的
は
市
民
の
利
便
性
向
上
よ

り
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
あ
る
。

議
案
第
１
０
６
号　

市
長
等
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
反
対

議
案
第
１
０
８
号　

市
議
会
議
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
反
対

理
由　

特
別
職
の
給
与
や
議
員
報
酬

は
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
引
き

上
げ
る
必
要
は
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

採
決
の
前
に
議
案
に
対
す
る

賛
成
×
反
対
の

意
思
を
表
明
し
ま
す
。

討
論
討
論

▼
ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町
山
林
組

合
及
び
ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町

（
七
箇
地
区
）山
林
組
合
議
会
議
員

　
　

垂
水
町　
　
　
　

尾
松
英
二
氏

　
　
　

同　
　
　
　
　

奥
田
道
大
氏

※上記以外の議案等はすべて全会一致で原案を可決しました。

人
事
案
件

25　
片
山　

圭
之
（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫
（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄
（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英
（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人
（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治
（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久
（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信
（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人
（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣
（
志
政
会
）

12　
松
永　

恭
二
（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗
（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文
（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓
（
志
政
会
）

８　
香
川　
　

勝
（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛
（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝
（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美
（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美
（
創
風
会
）

２　
竹
田　

英
司
（
創
風
会
）

１　
武
田　

孝
三
（
志
政
会
）

印鑑条例の一部改正

市長等の給与及び旅費に
関する条例の一部改正

市議会議員の報酬及び費
用弁償等に関する条例の
一部改正

高すぎる国民健康保険
税（料）を「協会けんぽの
保険料み並み」に引き下
げるために「1兆円の公
費負担増」を政府に要望
する意見書」の提出を求
める請願

議
案
第
１
０
６
号

議
案
第
73
号

原
案
可
決

議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

不
採
択

議
案
第
１
０
８
号

請
願
第
4
号

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

×

×

×

× ×××××××× × ××××××
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16
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

①
今
後
の
行
政
改
革
②
レ
ク
ザ
ム
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
丸
亀
と
丸
亀
市
総
合
運

動
公
園
多
目
的
広
場
の
都
市
計
画
③

丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
・

図
書
館
の
長
寿
命
化
工
事
終
了
後
の

運
営
④
公
共
施
設
の
利
用
料
⑤
学
校

に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
り
扱
い
等

①
障
害
者
差
別
解
消
法
②
中
央
図
書

館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
館
設
置
の
考
え
③

綾
歌
図
書
館

香
川
　
　
勝

山
本
　
直
久

①
丸
亀
城
石
垣
崩
落
に
伴
う
復
旧

復
興
②
大
手
町
三
丁
目
に
お
け
る

市
営
住
宅
／
富
屋
荘
の
再
考
③
水

害
に
関
す
る
防
災
、
減
災
対
策
④

民
間
住
宅
の
減
築
支
援
策
⑤
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法

武
田
　
孝
三

横
田
　
隼
人

①
丸
亀
城
石
垣
崩
落
②
市
民
会
館

③
成
人
式

①
食
育
の
推
進
②
農
地
利
用
の
最

適
化
推
進
事
業

松
浦
　
正
武

川
田
　
匡
文

①
御
供
所
町
地
区
重
点
密
集
市
街

地
解
消
の
取
り
組
み

水
本
　
徹
雄

①
市
内
に
お
け
る
所
有
者
不
明
土

地
の
対
策
②
平
山
保
育
所
・
城
北

幼
稚
園
統
合
の
認
定
こ
ど
も
園
③

丸
亀
市
版
の（
仮
称
）エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
④
新
元
号
を
迎
え
る
に

大
西
　
　
浩

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

質
問
者
・
項
目

①
投
票
率
向
上
施
策
②
移
住
・
定
住

支
援
策
、
少
子
化
対
策
の
実
施
③
物

品
等
調
達
に
お
け
る
低
入
札
価
格
調

福
部
　
正
人

①
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て
廃
棄
物
処
理

計
画
の
見
直
し
②
学
校
給
食
の
充
実

と
公
会
計
化
③
幼
児
教
育
の
無
償
化

④
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に

向
け
た
課
題

①
介
護
保
険
料
の
滞
納
②
介
護
保

険
に
よ
る
福
祉
用
具
購
入
・
住
宅

改
修
の
受
領
委
任
払
い
導
入
③
民

間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
補
助
制
度
を

早
急
に
④
水
道
水
の
安
全
と
水
道

料
金 中

谷
真
裕
美

①
丸
亀
城
石
垣
修
復
に
関
す
る
企

業
な
ど
と
の
連
動
②
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
ま
る
が
め
の
今
後
の
仕
掛
け
③

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
掲
載
④
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

神
田
　
泰
孝

①
「
ア
ー
ト
の
ま
ち
丸
亀
」
へ
の

構
想
を
問
う
②
〝
築
城
千
年
〞

へ
、
い
ま
「
市
役
所
」
と
い
う
石

垣
修
復
を

内
田
　
俊
英

①
ま
ち
な
か
の
活
性
化
と
観
光
行
政

②
男
女
共
同
参
画
の
推
進
③
個
人
市

民
税 東

　
　
由
美

①
教
職
員
の
働
き
方
改
革
②
ス
ポ
ー

ツ
行
政

多
田
　
光
廣

①
外
国
人
へ
の
丸
亀
市
の
対
応
に

つ
い
て
│
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し

て
│
②
畦
田
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備

等
③
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
確
保

の
た
め
の
方
策

加
藤
　
正
員

国
方
　
功
夫

①
市
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
発

信
に
つ
い
て
②
お
城
修
復
に
関
す
る

陳
情
時
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
発

信
及
び
今
後
の
修
復
計
画
③
綾
歌
、

飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
非
核
平

和
宣
言
都
市
」
看
板
の
必
要
性
④
緞

帳
の
廃
棄
⑤
新
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
混
じ
り

土
の
今
後
の
撤
去
計
画
及
び
費
用
⑥

競
艇
場
屋
上
芝
の
撤
去
状
況

査
制
度
の
導
入
④
自
治
会
加
入
促
進

条
例
の
制
定
⑤
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
料
金
の
見
直
し
⑥
学
校
体
育
館
へ

の
冷
暖
房
整
備
⑦
農
水
産
物
等
の
ブ

ラ
ン
ド
化

一般質問

あ
た
っ
て
の
丸
亀
市
の
展
望

一　

般　

質　

問
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